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１．はじめに 

溜池、公園の池、ダムや水路などの水域において富栄養

化によって、アオコ、ヒシや葦などが発生し景観のみなら

ず利水・悪臭・ヘドロ化など環境問題を生じている。この

ような問題に対して、第二著者は、これまで二価鉄イオン

溶出体（通称、鉄炭ダンゴ等）を水域に設置することによ

る水圏環境改善に取り組んでいる 1）２)。 

本報告は、鹿児島県曽於郡に位置するダム湖におけるア

オコ対策として、富栄養化の原因の一つであるリン酸イオ

ンを二価鉄イオンの供給によって低減させアオコの発生を

抑制する効果について室内水槽試験および現地での試験調

査を実施しその有効性を確認した結果について述べる。 

２．二価鉄イオン供給による水質改善の原理 

電気陰性度の異なる金属鉄と炭素材（以下，両材料と略

す）を接触させた状態で水など電解液に浸潤させると両材

料間で局部電池が生じ、金属鉄が二価鉄イオン（以下、Fe2+）

として水中に溶出される（図 1）1)  2)。 

両材料を接触させる特許技術として、例えば使い捨てカ

イロを使って団子状態する方法（鉄炭ダンゴ、以下 D 法）

や鋳物と炭素材を格子状にする方法（鉄カーボンスクリー

ン、以下 S 法）、水中でカーボン含有率を高めた鉄材を研

磨する方法（シグマインテグラ、SI 法）があり、Fe2+の水

圏への供給能力は異なる 2)。現地の状況にあわせて、各手

法を選択することになる。 

図 1 水圏における二価鉄イオンの発生方法 1) 2) 

３．ダム湖の水質状況 

 ダム湖流域から流入する富栄養水の水質は変動があるが、

夏季にはアオコの繁殖が著しい（写真 1）。表 1 はH24.6 か

ら H24.9 に実施した水質分析結果である。H24.7.11 の全リ

ン濃度は 0.931mg/L と非常に高いが、溶解性リンは

0.005mg/Lと低い値であり、クロロフィルも 876μg/Lと高

く、リンの吸収によるアオコの繁殖を呈している。また、

H24.7.11 の透視度は 5.1cmと非常に低い値であった。 

表 1 ダム湖の水質 
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写真 1 ダム湖のアオコ発生状況 

３．溶解性リン濃度低減に関する水槽比較実験 

 Fe2+を富栄養水に溶出させることにより水酸化第三鉄と

なり溶解性リンを吸着することによってその濃度を低減す

る。これを確認するために、D 法（ペレット状 100g、10L

水槽、7 日）、S 法（2kg/個、50L 水槽、7 日）および SI 法

（50L水槽、15 分）を水槽実験により効果を比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 鉄イオン溶出体の違いによる水槽状況の比較 

e-の移動 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 溶解性鉄の増加による溶解性リンの低減効果 

写真 2 は水槽実験の途中経過を示したものである。また 

図 2 は、Fe2+溶出にともなう溶解性鉄の増加に対する溶解

性リンの低減の関係図である。SI 法は 15 分で約 20%の溶

解性リンの低減がみられた。一方、S 材、D 材とも同様に

溶解性リンの低減傾向が見られるが、ペレット状のD材は

重量に対する表面積が大きいこともあり、1 週間で約 90%

の溶解性リンの低減効果を得た。 

４．ダム湖における実証試験 

 富栄養のダム湖上流に 5m の調査枠を設け、不織布によ

って仕切りをした中に穴空きパイプを 4本（1本に 10kg の

D 材を封入）設置し、水中ポンプによって 1 時間間隔でポ

ンプを稼働させ、Fe2+を水中拡散する方式をとった（着底

式、図 3(a)）。一方、水深が深い場合は図 3(b)のように浮体

式として効果を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 実証試験装置の概要 

表 2 装置稼働直後の二価鉄イオン供給による水質の変化 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 は浮体式について稼働直後の水質の変化を示したも

のである。特に、酸化還元電位（ORP）の低下等がみられ、

Fe2+の供給が効果的に行われたことが確認できた。 

実証試験は 9月から 3月までの約 6ヶ月である。観察に

より、アオコや懸濁物質の凝集効果（1 週後・写真 3(a)）、

小魚が集まる効果（2週後・写真 3(b)）、枠内外の濁りの違

いの効果（11 週後・写真 3(c)）、枠外まで透明度向上効果

（16週後・写真 3(d)）等、水質改善効果が確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 実証試験期間中の水質状態の変化 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 は実証試験期間中の調査枠内外の透視度を比較した

ものである。降雨等による変動があるが、Fe2+供給の調査

枠内の方が高い透視度となる傾向を確認できた。 

５．あとがき 
 ダム湖のアオコ対策として、原因の一つである溶解性リ

ンを Fe2+供給によって低減させる効果を確認した。なお、

丸山健吉氏・小浪岳治氏のご支援に謝意を表する。 
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(a)着底式 

(b)浮体式 
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図 4 透視度の変化 
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